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お知らせ１月

お
知
ら
せ

図
書
館
休
館
の
お
知
ら
せ

　

蔵
書
点
検
・
火
災
報
知
器
修
理

の
た
め
、
東
和
図
書
館
を
休
館
し

ま
す
。

■
期
間
／

　

１
月
21
日
㈪
〜
１
月
30
日
㈬

※
本
の
返
却
に
つ
い
て
は
、
返
却

ボ
ッ
ク
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
東
和
図
書
館

☎
７
８
‐
０
６
２
９

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
制

度
の
ご
案
内

　

山
口
県
で
は
母
子
家
庭
の
母
親

ま
た
は
寡
婦
の
方
が
扶
養
し
て
い

る
お
子
様
が
、
入
学
や
就
職
の
際

に
必
要
な
経
費
や
入
学
後
に
か
か

る
修
学
費
に
つ
い
て
無
利
子
で
貸

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
資
金
は
就
学
支
度
資
金
・

修
学
資
金
・
修
業
資
金
・
就
職
支

度
資
金
で
す
。
資
金
の
貸
付
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
東
部
社
会
福
祉

事
務
所
・
母
子
寡
婦
福
祉
係
（
☎

７
９
‐
０
１
３
８
）
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
資
金
名
お
よ
び
貸
付
額
／

※
高
校
に
つ
い
て
は
自
宅
通
学
を

対
象
と
す
る
。

○
就
学
支
度
資
金

・
高
校
公
立　

７
万
５
千
円

・
高
校
私
立　

41
万
円

・
大
学
・
短
大
国
公
立　

38
万
円

・
大
学
・
短
大
私
立　

59
万
円

○
修
学
資
金　
　
　

・
高
校
公
立　

１
万
８
千
円

・
高
校
私
立　

３
万
円

・
短
大
国
公
立　

５
万
１
千
円

・
短
大
私
立　

６
万
円

・
大
学
国
公
立　

５
万
１
千
円

・
大
学
私
立　

６
万
４
千
円

○
修
業
資
金

　
（
修
業
期
間
３
年
以
内
）

　

月
額　

５
万
円

○
就
職
支
度
金
（
母
子
家
庭
の
み
）

　

10
万
円

■
必
要
な
書
類
／

・
母
と
子
の
戸
籍
謄
本

・
住
民
票
（
記
載
事
項
が
省
略
さ

れ
て
い
な
い
も
の
）

・
そ
の
他
、
貸
付
資
金
ご
と
に
必

要
と
な
る
書
類

■
問
い
合
わ
せ
／

　

東
部
社
会
福
祉
事
務
所

　
（
大
島
分
室
）

　

母
子
寡
婦
福
祉
係

☎
７
９
‐
０
１
３
８

柳井港発 伊保田港発 三津浜港着
00：30 01：49 03：00
07：10 08：29 09：40
12：40 13：59 15：10
18：25 19：44 20：55

　

ま
た
、「
し
ら
き
さ
ん
」
ド
ッ
ク

の
た
め
、
２
月
28
日
㈭
伊
保
田
港

発
の
０
時
９
分
三
津
浜
行
き
か
ら

３
月
７
日
㈮
０
時
９
分
三
津
浜
行

き
の
便
ま
で
運
休
と
な
り
、
伊
保

田
港
に
は
寄
港
し
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

周
防
大
島
松
山
フ
ェ
リ
ー
株
式

　

会
社

☎
７
５
‐
１
５
７
５ 三津浜港発 伊保田港発 柳井港着

03：40 04：56 06：10
09：50 11：06 12：20
15：20 16：36 17：50
21：30 22：46 00：00

伊
保
田
港
フ
ェ
リ
ー
発
着
時

刻
の
変
更
に
つ
い
て

　

広
報
12
月
号
で
伊
保
田
港
発
着

の
フ
ェ
リ
ー
の
時
刻
変
更
と
ド
ッ

ク
に
よ
る
運
休
を
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
再
度
次
の
と
お
り
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
11
日
㈪
か
ら
２
月
27
日
㈬

の
期
間
に
フ
ェ
リ
ー
を
利
用
さ
れ

る
方
は
次
の
時
刻
表
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
排
水
設
備
工
事
は
お
済
み
で
す
か

　

台
所
、
風
呂
場
や
ト
イ
レ
な
ど
か
ら
流
さ
れ
る
汚
水
を
、
下
水
道
へ
排

除
す
る
た
め
の
宅
地
内
の
排
水
管
や
枡
な
ど
を
排
水
設
備
と
い
い
ま
す
。

　

排
水
設
備
は
、
個
人
の
負
担
で
つ
く
り
、
管
理
し
て
い
た
だ
く
私
設
の

下
水
道
で
、
個
人
の
大
切
な
財
産
で
す
。

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
地
域
で
は
、
３
年
以

内
に
水
洗
便
所
へ
の
改
造
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
台
所
や
風
呂
場
な

ど
か
ら
で
る
汚
水
は
、
す
み
や
か
に
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
排
水
設
備
工
事
は
、
排
水
設
備
指
定
工
事
店
で

　

周
防
大
島
町
で
は
、
排
水
設
備
工
事
に
必
要
な
専
門
的
な
知
識
と
技
術

を
持
っ
た
技
術
者
を
登
録
し
、
こ
の
技
術
者
の
い
る
工
事
店
を
、
排
水
設

備
「
指
定
工
事
店
」
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。
排
水
管
の
布
設
や
ト
イ

レ
の
改
造
工
事
は
、
正
し
く
行
わ
れ
な
い
と
配
管
が
詰
ま
っ
た
り
、
故
障

の
原
因
と
な
っ
た
り
し
て
、
日
常
生
活
に
支
障
が
生
じ
、
下
水
道
の
機
能

に
も
悪
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
必
ず
「
指
定
工

事
店
」
で
排
水
設
備
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
新
規
指
定
に
つ
い
て

　

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
新
規
指
定
の
募
集
を
２
月
中
に
行
い
ま
す
。

３
月
に
審
査
し
、
4
月
１
日
に
指
定
し
、
排
水
設
備
工
事
が
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
平
成
20
年
度
は
、
今
回
の
募
集
し
か
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

期
間
内
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
更
新
に
つ
い
て

　

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
更
新
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
役
場
か
ら
１
月

下
旬
に
申
請
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
２
月
中
に
関
係
書
類
を
添
え
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
か
ら
新
し
い
工
事
店
証
を
お
渡
し
し
ま
す
が
、
こ
の
際
、
更

新
手
数
料
と
し
て
３
千
円
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
上
下
水
道
課
（
☎
７
９
‐
１
０
１
１
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ


